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多摩市子どもの生活実態調査 

（保護者用） 

 
日頃より市政にご理解とご協力をたまわり、誠にありがとうございます。 

このアンケート調査は、これからの子ども・若者支援施策に役立てるため、本市の支援制度や

事業を利用されている方々から日頃の暮らしやお子さんの様子、充実を期待する支援施策等につ

いて、ご回答いただくものです。 

調査票は、保護者様にご回答いただくもののほか、中高生のお子さんがいるご家庭につきまし

ては、お子さん自身の学校及び普段の生活や考えについてお伺いする調査票も同封しております

ので、保護者様から調査票と茶色の封入用封筒をお子さんへお渡しくださいますようお願いいた

します。 

回答いただいた内容で、個人が特定されたり、他の人に漏れたりすることは一切ありません。

集計した結果については、市の子ども・若者に関する計画やその他、市の施策などの検討資料と

して使わせていただきます。 

なお、このアンケートは、個人情報の保護に関する法律第６９条第２項第２号に基づき、多摩

市個人情報保護安全管理委員会の同意を得て、児童扶養手当の受給者の情報を利用しています。 

多摩市を皆さんにとってより暮らしやすいまちにするために、ご多忙中とは思いますがぜひア

ンケート調査にご協力をお願いいたします。 

令和５年１２月  多摩市長 阿部 裕行 

【 回答にあたってのお願い 】 

 

１．アンケートは、宛名のご本人がご回答ください。 

 

２．お子さんに関する設問については、高校生以下のお子さんのうち１番年長の方について 

ご回答ください。 

 

３．ご回答は、選択肢に丸をつけてお選びいただく場合と、数字などをご記入いただく場合が

ございます。 

 

４．選択肢の場合、お選びいただく数が設問によって異なりますので、注意書きにしたがって

ご回答ください。 

 

５．設問によってご回答いただく方が限られる場合がありますので、ことわり書きや矢印にし

たがってご回答ください。回答が難しい質問や自分には当てはまらないと思った質問はと

ばして、次の質問にお進みください。 

 

Ｃ－１ 
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６-１．スマートフォンやパソコンからご回答いただく際は、右下のＱＲコードを読み取り、 

１月９日（火）までにご回答をお願いします。 

     ※二重で回答しないように、パソコンやスマートフォンから答えたときは、 

お手数ですがこの調査票は破棄してください。 

   ※データ通信料は回答される方のご負担となりますのでご注意ください。 

 

 

 

URL：https://www15.webcas.net/form/pub/websurvey/tama_c-1_oya 

 

 

６-２．紙の調査票でのご回答が済みましたら、お手数ですが白色封筒（切手はいりません）に 

入れ、同様に封をしたお子さんの茶色の封筒と一緒に返信用封筒に入れて１月９日（火） 

までに投かんしてください。 

 

※QR コードは㈱デンソーウェーブの登録商標です 
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【 調査票について（紙の調査票で回答する場合） 】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●ご不明な点、調査に関するお問い合わせは、こちらにお願いいたします。 

多摩市役所 子ども青少年部 児童青少年課 子ども・若者育成係 

電 話 042（338）6958 

ＦＡＸ 042（372）7988 

調査票 保護者用 

（白色） 

調査票 中高生 

    世代用 

（▲▲色） 

中学生・高校生のお子さんが 

いる いない 

本調査票をご回答

ください。 

お子さんにお渡しください 

（中学生・高校生のお子さんが複数人いらっしゃる場合

は年長のお子さんにお渡しください。） 

保護者の方がお答えください 

白色の封筒に、 

・保護者用調査票 

・茶色の封筒に入れた中高生世代用調査票 

を一緒に入れて郵便で投かんしてください。 

（切手はいりません） 

茶色の封筒に入れて、 

お子さん自身で封をしてください。 

白色の封筒に入れてご返

送ください。 
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あなたの健康や食事についてお伺いします 

 

問１ あなたの健康状態について、最も近いものはどれですか。（○は１つ） 

 

 

 

 

 

 

問２ あなたは、普段朝ごはんを食べますか。（○は１つ） 

 

１．毎日食べる（週に７日） 

２．食べる日の方が多い（週に４～６日） 

３．食べない日の方が多い（週に１～３日） 

４．いつも食べていない 

 

 

【 問２で「３．食べない日の方が多い」、「４．いつも食べていない」と答えた方にお伺い 

します 】 

 

問２-１ 朝食を食べない理由は次のどれにあてはまりますか。（あてはまるものすべてに〇） 

 

１．より長く寝ていたいから ２．食べる時間がとれないから 

３．体調が悪いから ４．食欲がないから 

５．食べるものがないから ６．準備、支度が面倒だから 

７．朝食を食べる習慣がないから ８．食べない方が、体調がいいから 

９．太りたくない、ダイエットのため 10．家計が苦しいから 

11．その他（                                ） 

 

問２-２ 朝食を食べなくなった時期はいつごろからですか。（○は１つ） 

 

１．小学校の頃から ２．中学、高校生の頃から 

３．高等学校を卒業した頃から ４．20 歳以降から 

５．子どもが生まれてから 
６．子どもが小学校に通うようになって 

から 

７．わからない  

 

１．健康だと思う ２．まあ健康だと思う ３．普通 

４．あまり健康だと思わない ５．健康だと思わない   

問３にお進みください 

問２-１にお進みください 
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問３ あなたは、お子さん（高校生以下の子のうち１番の年長の方）と一緒にご飯を食べていますか。 

（○はそれぞれ１つ） 

 

朝食 
１．毎日食べる（週に７日）       ２．食べる日の方が多い（週に４～６日） 

３．食べない日の方が多い（週に１～３日） ４．いつも食べていない 

夕食 
１．毎日食べる（週に７日）       ２．食べる日の方が多い（週に４～６日） 

３．食べない日の方が多い（週に１～３日） ４．いつも食べていない 

 

問４ あなたは現在、仕事をしていますか。（○は１つ） 

※育児休業・病気休暇などで休業中、休職中の方は「１」を選択してください。 

 

１．仕事をしている ２．仕事をしていない → 問４-４にお進みください 

 

【 問４で「１．仕事をしている」と答えた方にお伺いします 】 

 

問４-１ 現在の仕事の就業形態は次のどれにあてはまりますか。 

※２つ以上の仕事をしている方は、主な仕事について１～５の選択肢からひとつを 

選んで○をつけていただき、６にも併せて○をつけてください。 

 

１．正社員・正規職員 ２．派遣社員・嘱託職員・契約社員 

３．パート・アルバイト ４．個人事業主・家族従業者・フリーランス 

５．その他（           ） ６．２つ以上の仕事をしている 

 

問４-２ あなたは、１週間に平均何時間、就労していますか。（枠内に数字を記載してください） 

※複数のお仕事をしている場合は合算してください。 

 

 

 

問４-３ あなたは、平日の日中以外の勤務がありますか。（あてはまるものすべてに〇） 

 

１．早朝（５時～８時） ２．夜勤（22 時～5 時） 

３．土曜勤務 ４．日曜・休日勤務 

５．その他（           ）  ６．平日の日中以外の勤務はない  

 

 

 

 

 

時間 週に平均 
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【 問４で「２．仕事をしていない」と答えた方にお伺いします 】 

 

問４-４ 現在、仕事をしていない理由は何ですか。（あてはまるものすべてに〇） 

 

１．仕事が見つからないため 

２．勉強中（資格取得、在学等）のため 

３．子育てに専念するため 

４．自分の健康上の理由 

５．子どもの健康上の理由 

６．経済的理由で働く必要がないため 

７．家族の介護のため 

８．子どもの預け先がないため 

９．その他（                     ） 

 

【 問４-４で「１．仕事が見つからないため」と答えた方にお伺いします 】 

 

問４-５ 仕事を探すにあたって悩みはありますか。（あてはまるものすべてに〇） 

 

１．自分に合う仕事がわからない ２．仕事の探し方がわからない 

３．履歴書の書き方・面接の仕方がわから 

ない 
４．就職に必要な技能・技術がない 

５．就職に必要な学歴がない ６．家事や子育てとの両立ができない 

７．条件（収入・時間・年齢等）が合う 

仕事がない 

８．家庭の実情にあった就職のアドバイス

をしてくれる人がいない 

９．ひとり親であるというだけで不採用に 

なってしまう 
10．悩みはない 

11．その他（                       ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問４-５にお進みください 

問５（４ページ）に 

お進みください 
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問５ あなたが日々の生活の中で、今までよりかける時間を減らしたいと思っていること、時間をか

けたいと思っていることを【選択肢】の欄から上位３つまで数字を記入してください。 

 

【選択肢】   【Ａ．もっと時間を減らしたいと思っていること】 

１．仕事    

２．学習（職業訓練を含む）    

３．育児   「15．その他」を選択した場合は具体的に 

４．休息・睡眠   （               ） 

５．家族とのコミュニケーション    

６．趣味の時間   【Ｂ．もっと時間をかけたいと思っていること】 

７．家事    

８．友だちづきあい    

９．美容・健康   「15．その他」を選択した場合は具体的に 

10．運動・スポーツ活動   （               ） 

11．学校などの活動    

12．地域活動    

13．介護    

14．自身の病気などでの療養    

15．その他    

 

あなたの暮らし向きについてお伺いします 

 

問６ 昨年（令和４年１月～12 月）１年間の、あなたの世帯（生計を共にする家族の収入も含みます）

のおよその総収入（養育費や手当等すべての収入を含みます）を教えてください。（○は１つ） 

 

１．50 万円未満  ２．50～100 万円未満 ３．100～150 万円未満 

４．150～200 万円未満  ５．200～250 万円未満  ６．250～300 万円未満  

７．300～350 万円未満  ８．350～400 万円未満 ９．400～450 万円未満  

10．450～500 万円未満 11．500～600 万円未満 12．600～700 万円未満 

13．700～800 万円未満 14．800 万円以上  

 

 

 

 

そ

れ

ぞ

れ

上

位

３

つ

ま

で

数

字

を

記

入 

１位    ２位    ３位  

１位    ２位    ３位  
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問７ 収入の種類を教えてください。（あてはまるものすべてに〇） 

 

１．就労収入 ２．養育費 

３．公的手当（児童手当等） ４．年金 

５．親等の支援 ６．その他（              ） 

 

問８ 現在の暮らしの状況を総合的にみて、どのように感じていますか。（○は１つ） 

 

１．大変ゆとりがある ２．ややゆとりがある 

３．普通 ４．やや苦しい 

５．大変苦しい  

 

問９ 生活の中で負担に感じる費用はありますか。上位２つをお選びください。（○は２つまで） 

 

１．教育費 ２．食費 ３．光熱水費 

４．通信費（携帯電話代を含む） ５．住宅費 ６．衣服費 

７．医療費 ８．その他（                ） 

 

問 10 あなたのご家庭では、過去１年間の間にお金が足りずに、家族が必要とする食料や衣類の購入

などの支払いができないことがありましたか。（それぞれ○はひとつ） 

 

【 ア．食料 】 

１．よくあった ２．ときどきあった ３．あまりなかった ４．まったくなかった 

 

【 イ．衣類 】 

１．よくあった ２．ときどきあった ３．あまりなかった ４．まったくなかった 

 

【 ウ．光熱水費 】 

１．よくあった ２．ときどきあった ３．あまりなかった ４．まったくなかった 
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問 11 次のもののうち、経済的な理由によりあなたの世帯にないものはありますか。 

（あてはまるものすべてに〇） 

 

１．洗濯機 ２．掃除機 

３．冷蔵庫 ４．炊飯器 

５．電子レンジ ６．冷暖房機器 

７．子ども用のスポーツや習い事の用品 ８．急な出費のための貯金（５万円以上） 

９．子どもが自宅で宿題をすることが 

できる場所 
10．テレビ 

11．携帯電話・スマートフォン 12．パソコン 

13．Wifi など、通信量を気にせず利用 

できるインターネット環境 

14．世帯人数分（乳幼児を除く）のベッド 

または布団 

15．あてはまるものはない  
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問 12 以下の支援制度等をこれまでに利用したことがありますか。利用したことがない場合は、その

理由に最も近いものに○をつけてください。（それぞれ○は１つ） 

なお、次のページに各制度の説明がありますので、ご参照ください。 

 

 

利
用
し
た
こ
と
が
あ
る 

利用したことがない 

利
用
す
る
た
め
の
要
件

を
満
た
さ
な
か
っ
た 

周
囲
の
目
が
気
に
な
っ

た 利
用
の
仕
方
が 

わ
か
ら
な
か
っ
た 

制
度
等
に
つ
い
て
ま
っ

た
く
知
ら
な
か
っ
た 

利
用
し
た
い
と 

思
っ
た
こ
と
が
な
い 

Ａ 生活保護制度 １ ２ ３ ４ ５ ６ 

Ｂ 生活福祉資金貸付制度 １ ２ ３ ４ ５ ６ 

Ｃ 母子及び父子福祉資金の 

貸付 
１ ２ ３ ４ ５ ６ 

Ｄ 児童育成手当 １ ２ ３ ４ ５ ６ 

Ｅ 就学援助費 １ ２ ３ ４ ５ ６ 

Ｆ ひとり親家庭等の医療費 

助成 
１ ２ ３ ４ ５ ６ 

Ｇ ひとり親家庭自立支援 

給付金 
１ ２ ３ ４ ５ ６ 

Ｈ ひとり親家庭高等職業訓

練促進給付金 
１ ２ ３ ４ ５ ６ 

Ｉ ひとり親家庭自立支援教

育訓練給付金 
１ ２ ３ ４ ５ ６ 
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＜参考＞ 

Ａ 生活保護 

制度 

病気や失業などのため、生活費や医療費に困り、ほかに方法がないとき

は一定の条件により、生活、教育、住宅、医療、介護、出産、生業、葬

祭の８種類について援助が受けられる制度。窓口は市の生活福祉課。 

Ｂ  生活福祉資

金貸付制度 

所得が一定水準以下の世帯等を対象とした、低金利または無利子の資金

貸付。窓口は社会福祉協議会。 

Ｃ  母子及び父

子福祉資金

の貸付 

ひとり親世帯を対象にした、低金利または無利子の資金貸付。窓口は市

の子育て支援課。 

Ｄ 児童育成 

手当 

所得が一定水準以下のひとり親世帯の支援のための補助金。窓口は市の

子育て支援課。 

Ｅ 就学援助費 
経済的理由により就学が困難と認められる世帯に、教育費の一部を援助

する制度。窓口は市の学校支援課。 

Ｆ  ひとり親家

庭等の医療

費助成 

ひとり親世帯等を対象に、医療機関を受診した際に支払う医療保険適用

内の自己負担分を助成する制度。窓口は市の子育て支援課。 

Ｇ  ひとり親家

庭自立支援

給付金 

ひとり親世帯の母または父の能力開発、資格取得の取り組みを支援する

ために給付金を給付する制度。窓口は市の子育て支援課。 

Ｈ  ひとり親家

庭高等職業

訓練促進給

付金 

ひとり親世帯の母または父が、対象資格を取得するために修業すること

を支援する制度。窓口は市の子育て支援課。 

Ｉ  ひとり親家

庭自立支援

教育訓練給

付金 

ひとり親世帯の母または父の主体的な能力開発を支援するために、指定

教育講座の受講経費を一部支援する制度。窓口は市の子育て支援課。 
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子育ての悩みや相談相手についてお伺いします 

 

問 13 子育てについて、不安や負担を感じていますか。（○は１つ） 

 

１．非常に感じる ２．何となく感じる 

３．何とも言えない ４．あまり感じない 

 

【 問 13 で「１．非常に感じる」「２．何となく感じる」と答えた方にお伺いします 】 

 

問 13-１ 具体的にどのような不安や負担を感じていますか。（あてはまるものすべてに〇） 

 

１．心身の疲れ ２．出費などの経済的不安 

３．自由な時間がない ４．子育てを手伝ってくれる人がいない 

５．職場の無理解 ６．子どもとの接し方、育児の方法が 

わからない 

７．子どもの友だち付き合い 

（いじめ等を含む） 

８．不登校・登校しぶり 

９．子どもの病気や発育・発達 10．住居が狭いなどの住環境について 

11．近所づきあい、周りの目が気になる 12．子どものほかに面倒をみなければ 

ならない人がいる 

13．子どもと接する時間が少ない 14．子育てに関する情報が少ない 

15．その他（                               ） 

 

問 14 あなたが現在必要としていることで、重要だと思う支援等はどのようなものですか。 

（あてはまるものすべてに○） 

１．子どものことや生活のことなど悩みごとを相談できること 

２．同じような悩みを持った人同士で知り合えること 

３．離婚のことや養育費のことなどについて専門的な支援が受けられること 

４．病気や障害のことなどについて専門的な支援が受けられること 

５．就職のための支援が受けられること 

６．住宅を探したり住宅費を軽減したりするための支援が受けられること 

７．病気や出産、事故などの事情があったときに一時的に子どもを預けられること 

８．子どもの就学にかかる費用が軽減されること 

９．子どもが受けられる無料（低額）の学習支援制度 

10．子どもの居場所づくり 

11．一時的に必要となる資金を借りられること 

12．ストレスを発散できる場所、機会が提供されること 

13．その他（                               ） 

14．特にない 

 

問 14 にお進みください 

問 13-１にお進みください 
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問 15 あなたが必要な支援を受けるために重要だと思うことを教えてください。 

（あてはまるものすべてに○） 

 

１．行政等のホームページで福祉制度や支援策等に関する情報をわかりやすく掲載する 

２．携帯電話・スマートフォンで見られる、福祉制度や支援策等に関する情報サイト等

を充実させる 

３．メールマガジンやＳＮＳ等で定期的に福祉制度や支援策等の情報を発信する 

４．広報誌やパンフレットの福祉制度や支援策等に関する情報を充実させる 

５．相談窓口等の数を多くする 

６．相談窓口等の場所をわかりやすくする 

７．相談窓口等を行きやすい雰囲気にする 

８．休日や夜間でも対応している相談窓口等を増やす 

９．保育所、幼稚園、学校等を通じて定期的に福祉制度や支援策等に関する情報提供を

行う 

10．保育所、幼稚園、学校等で具体的な助言等が受けられるようにする 

11．病院を通じて定期的に福祉制度や支援策等に関する情報提供を行う 

12．病院で具体的な助言等が受けられるようにする 

13．乳幼児健康診査を充実させる 

14．その他（                             ） 

15．特にない 

 

問 16 あなたは、子育てに関する情報をどこから手に入れますか。（あてはまるものすべてに○） 

 

１．自分の親 ２．配偶者・パートナー 

３．兄弟姉妹や親戚 ４．友人や知人 

５．近所の人 ６．自治会や民生委員など地域の人 

７．保育所や幼稚園、認定こども園、学校の先生 
８．児童館・学童クラブ・ 

子ども家庭支援センター 

９．行政の窓口、電話相談など 10．市の子育て関連情報誌 

11．その他の冊子、雑誌など 12．市ホームページ 

13．テレビ 14．ＳＮＳや動画サイト 

15．その他のインターネット 16．その他（          ） 

17．特にない  
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問 17 あなたには、お子さんに関する悩みを相談できる人がいますか。（○は１つ） 

 

 

 

 

 

【 問 17 で「１．相談できる相手がいる」、「２．相談できる相手はいないが、ほしい」と答えた

方にお伺いします 】 

 

問 17-１ その相談相手は誰ですか。また、相談相手がほしい方は誰に（どこに）相談したい 

ですか。（あてはまるものすべてに〇） 

１．親戚・親族 ２．配偶者・パートナー  

３．友人・知人 ４．近所の人 

５．職場の人 ６．幼稚園、保育園、学校などの関係者 

７．幼稚園、保育園、学校などで 

知り合った保護者 
８．ネットでのみやりとりしている人 

９．市役所 10．市役所以外の公的機関 

11．民生・児童委員 12．町会・自治会 

13．その他（           ）  

 

【 問 17 で「３．必要ない」と答えた方にお伺いします 】 

 

問 17-２ 必要ないと感じる理由を具体的に教えてください。 

 

 

 

 

 

 

１．相談できる相手がいる 

２．相談できる相手はいないが、ほしい 

３．必要ない 

問 17-１にお進みください 

 
問 17-２にお進みください 
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お子さん（高校生以下の子のうち１番年長の方）の教育や生活についてお伺いします 

 

問 18 あなたの希望として、お子さんにどの段階まで進学してほしいですか。また、実際はどの段階までの進

学になると思いますか。（すでに進学、卒業された方は、どの段階まで進学しましたか） 

（それぞれ○は１つ） 

 

 【 希望 】 

１．中学校卒業 ２．高等学校卒業 

３．専門学校卒業 ４．高等専門学校卒業（短期大学を含む） 

５．４年制大学卒業 ６．大学院卒業 

７．わからない  

 

 【 実際 】 

１．中学校卒業 ２．高等学校卒業 

３．専門学校卒業 ４．高等専門学校卒業（短期大学を含む） 

５．４年制大学卒業 ６．大学院卒業 

７．わからない  

 

【 問 18 で希望と実際の状況が異なる方にお伺いします 】 

  → 該当しない方は問 19へお進みください。 

 

問 18-１ 希望と実際の状況が異なる理由を教えてください。（あてはまるものすべてに〇） 

１．子どもの学力に課題があるから ２．一般的な進路だと思うから 

３．子どもがそう希望しているから ４．家庭に経済的な余裕がないから 

５．健康面で難しいから ６．その他（             ） 

 

問 19 お子さん（高校生以下の子のうち１番年長の方）について、ボランティアなどによる、無料の学習支援

（学習の手助けなどの支援が受けられる場）や子ども食堂（無料または低価格帯で栄養のある食事の提

供が受けられる場）、居場所（学校以外で、日中、子どもたちが自習や遊びの手助け、食事の提供など

が受けられる場）があった場合、利用したいと思いますか。（それぞれ○は１つ） 
 
 【 無料の学習支援（学習の手助けなどの支援が受けられる場） 】 

１．現在利用している ２．今後利用したいと思う 

３．利用したいと思わない ４．どちらとも言えない 

 

 【 子ども食堂（無料または低価格帯で栄養のある食事の提供が受けられる場） 】 

１．現在利用している ２．今後利用したいと思う 

３．利用したいと思わない ４．どちらとも言えない 

 

【 居場所（学校以外で、日中、子どもたちが自習や遊びの手助け、食事の提供などが受けられる場） 】 

１．現在利用している ２．今後利用したいと思う 

３．利用したいと思わない ４．どちらとも言えない 
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問 20 お子さんは現在習い事等をしていますか。（あてはまるものすべてに〇） 
 

１．学習塾 

２．家庭教師 

３．通信教育 

４．英会話、そろばんなど勉強の習い事 

５．絵画、音楽、習字など芸術の習い事 

６．スポーツ（ダンスや体操を含む） 

７．その他（                     ） 

８．特に行っていない 

 

【 問 20 で「８．特に行っていない」と答えた方にお伺いします 】 

 

問 20-１ 塾や習い事をしていない主な理由を教えてください。（あてはまるものすべてに〇） 
 

１．費用の支払いが困難 ２．子ども自身が興味を持っていないから 

３．通学が不便だから ４．続けることが難しいと感じるから 

５．時間帯や曜日が合わないから ６．その他（            ） 

 

 

問 21 あなたは、お子さんの将来（夢、進路、職業など）について、お子さんと一緒に考えたり、話すことが

ありますか。（○は１つ） 
 

１．よくある ２．ときどきある 

３．あまりない ４．これまで特にしたことはない 

 

 

 

問 22 市の施策に関する意見・要望がありましたら、自由に記入してください。 
 

 

  

多摩市への意見や要望がありましたら教えてください 

問 21にお進みください 
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あなたとご家族の状況についてお伺いします 

 

問 23 あなたの現在の年齢をおしえてください。（○は１つ） 
 

１．10 代 ２．20 歳～24歳 

３．25 歳～29 歳 ４．30 歳～34歳 

５．35 歳～39 歳 ６．40 歳～44歳 

７．45 歳～49 歳 ８．50 歳～54歳 

９．55 歳～59 歳 10．60 歳以上 

 
 
問 24 あなたの性別をおしえてください。（○は１つ） 
 

１．男性 ２．女性 

３．その他（どちらともいえない・わからない・答えたくない） 

 
 
問 25 あなたが最後に卒業（中退を含む）した、または現在在学している学校はどれですか。 

（それぞれ○は１つ） 

【Ａ】  【Ｂ】 

１．中学校  １．在学中 

２．高等学校  ２．中途退学 

３．専門学校  ３．卒業 

４．高等専門学校・短期大学   

５．４年制大学   

６．大学院   

７．その他（             ）   
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問 26 あなたの世帯と、同居している人について教えてください。（それぞれ○は１つ） 
 
【 ア．世帯 】 

１．母子世帯 

２．父子世帯 

３．養育者世帯（子の祖父母等が子を養育） 

４．配偶者に障がいがある世帯 

５．その他（                                ） 

 

【 イ．家族構成 】 

１．親と子１人 

２．親と子２人 

３．親と子３人以上 

４．父母や兄弟姉妹等親族と同居 

５．その他（                                ） 

 

【 ウ．世帯人数（生計を共にする家族） 】                    

 

                             人 

 
 
問 27 あなたの住まいの状況を教えてください。（○は１つ） 
 

１．持ち家 ２．民間の賃貸住宅 

３．都営または市営の賃貸住宅 ４．都市再生機構（ＵＲ）・公社などの賃貸住宅 

５．社宅や寮など ６．その他（               ） 

 

 

問 28 あなたの住まいの１か月の住宅費（家賃等）を教えてください。 
 
 

            約         万          千円 
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問 29 あなたはこれからも多摩市に住み続けたいと思いますか。（○は１つ） 
 

１．思う ２．少し思う ３．あまり思わない ４．まったく思わない ５．わからない 

 
 
 

 

問 29-１ これからも多摩市に住み続けた 

い理由 

（あてはまるものすべてに〇） 
 

 

問 29-２ これからも多摩市に住み続けた 

いと思わない理由 

（あてはまるものすべてに〇） 
 

１．都心へのアクセスが良いから  １．都心へのアクセスが良くないから 

２．生活環境が良いから  ２．生活環境が良くないから 

３．子育て環境が整っているから  ３．子育て環境が整っていないから 

４．行政サービスが良いから  ４．行政サービスが良くないから 

５．魅力的な商業施設があるから  ５．魅力的な商業施設がないから 

６．多摩市に愛着があるから  ６．多摩市に愛着をもっていないから 

７．犯罪が少ないから  ７．犯罪が多いから 

８．地域とのつながりがあるから  ８．地域とのつながりがないから 

９．その他  ９．その他 

（                 ）  （                 ） 

 

 

問 30 あなたがお住まいの地区はどこですか。（○は１つ） 
 

１．関戸、一ノ宮地区 ２．連光寺、聖ヶ丘地区 

３．桜ヶ丘地区 ４．和田、百草、東寺方、落川地区 

５．愛宕、乞田、貝取（番地）地区 ６．馬引沢、諏訪地区 

７．永山地区 ８．貝取（１～５丁目）、豊ヶ丘地区 

９．落合、鶴牧、南野地区 10．唐木田、中沢、山王下地区 

 

 

 

 

アンケート調査にご協力いただき、ありがとうございました。 

問 30にお進みください 


